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２０２６年度　メリー★ポピンズkids朝霞ルーム　事業計画書 
 

 

１．基本方針 
 

　保育方針：「センス・オブ・ワンダー」、「人対人コミュニケーション」の理念に基づき以下の保育目標を掲げ

る 

 

【日課・基本活動】 

　・子ども達に必要な毎日の活動を日課とし計画的に実施することで生きる力を育む 

　・戸外活動９時出発、午前午後戸外活動の充実・座禅・雑巾がけ・生き物の世話・畑仕事 

　　リズム体操を実施する 

　・畑活動や食育活動を大人と一緒に行う。食材や食の循環・環境への意識を育む 

　・毎年行っている堆肥作り(段ボールコンポスト)・種まき・間引き・収穫・命を頂く 

　　加工等の体験をする 

 

【選択できる環境設定】 

　・子ども同士混ざり合っての話し合い・順番・交代して行う・みんなの発表経験 

　・毎日の保育は、大人が指示せず子ども達が自分で選べるようにしていく 

　 

【大人が見本を見せる遊び】 

　・子ども達に大人が見せて伝えていく遊びを実施する 

　　だるまさんが転んだ・ハンカチ落とし・あやとり・けん玉・コマ回し等 

 

【危険な物との距離】 

　・畑仕事での鍬・シャベル・包丁等の距離の取り方を伝えていく 

　・針の使い方を知る 

　・焚火を通じ人の距離感等を学んでいく 

 

 

（１）保育内容の充実・質の向上 

1 

計画・ねらい＿ 子ども中心にした丁寧な保育 

実践予定内容 

・一人ひとりをよく見る・聴く　応答的な関わりを持つ 

　「どうしたの？」と急がせず待つ 

・発達や気持ちのペースを尊重し比べない・急がせない 

・大人が先回りしすぎない 

　失敗・葛藤・試行錯誤も大切な経験 

・子どもの「やりたい」を大切にする 

　活動や遊びを押し付けない 

2 

計画・ねらい 子どもの発達理解を深める 

実践予定内容 

・発達に個人差はある。年齢で「できるはず」と決めつけない 

・子ども一人ひとりの成長や育ちを理解する 

・マインドマップを作り、全職員共有し保育計画を作成する 

・10の姿の理解を深める 
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3 

計画・ねらい 生活力の体得 

実践予定内容 

・生活に必要な基本的な力を育むため、適切な環境を設定し経験と失敗を　数多

く経験させ見守る 

・日課の基本活動の意味を理解し、丁寧に取り組む 

 

 

（２）保育所を利用する子どもの保護者への支援 

1 

計画・ねらい お迎え対応の意識を高める 

実践予定内容 

・子ども達の園での様子をお迎え対応で丁寧に伝えていく 

・子どもの育ちを支えるために、保護者の子育てを一緒に考え・支え・つないでい

く 

2 

計画・ねらい 特別な支援が必要な家庭への連携 

実践予定内容 

・発達に配慮が必要な子どもへの情報共有 

・家庭と連携しながら子育てを支える場として「子育てに関する相談・助言」を行っ

ていく 

3 

計画・ねらい 保育参加・個人面談の実施 

実践予定内容 
・保育参加は1年通して受け入れていく。普段の保育を知って頂く 

・必要な時に個別に話ができる機会を設ける 

 

 

（３）地域の子育て支援事業 

1 

計画・ねらい 地域に開かれた子育て支援 

実践予定内容 

・園の行事やちきんえっぐのイベントに地域の方が参加して頂けるようチラシを散

歩時に持ち歩き地域の方に配り宣伝していく 

・月一回近隣の老人ホームへ慰問をする。思いやり・共感力・コミュニケーション

力・感謝の気持ち・マナー等を学んでくる 

2 

計画・ねらい 青空保育の充実を図る 

実践予定内容 
・月一回の近隣公園での青空保育の予告を行っていく。公園内の保護者にチラ

シを配りアピールする 

 

 

（４）次世代を担うスタッフ育成 

1 

計画・ねらい 学び合い・向上心を育てる 

実践予定内容 

・園内研修や園長大学Ⓡ保育士大学の学びを通して専門性を高め、多様な人た

ちと目標に向かって協力する力や考え抜く力、失敗しても粘り強く取り組んでいく

力を身につける 

2 

計画・ねらい 子どもの人権・虐待防止の基本を理解する 

実践予定内容 

・園内研修の中で、子どもも一人の人間としての権利を持っている事を理解する 

・不適切な保育の具体例を出し、園内で行われていないか園会議の中で話し

合っていく 

3 

計画・ねらい 職員連携を深める 

実践予定内容 

・情報共有の徹底・報告・連絡・相談の実践 

・保育士同士の連携は子どもの成長を支えより良い保育環境を作るために不可

欠である 
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・職員間で継続的なコミュニケーションをとっていく 

 

 

（５）環境実施目標 

1 

計画・ねらい 給食残食維持をする 

実践予定内容 
・給食残食を毎日測定し記録検証を行う 

・給食運営委員会で残食を減らす対策を立て実践し維持していく 

2 

計画・ねらい 畑活動・堆肥作り・食育活動を通して環境への意識を育む 

実践予定内容 

・食の循環を知るため、毎年行っている調理クズを使用した堆肥作り(段ボールコ

ンポスト)を行う 

・食材に触れる経験を通して、皮や種、工夫したら食べられることを知り、食品ロ

スを身近なものとして捉えられる 

3 
計画・ねらい 大切な命を頂く 

実践予定内容 ・魚を子ども達が捌いて命を頂く、食材などに感謝の気持ちを育てる 

 

（６）インクルーシブ保育の充実 

 

（７）学び高め合う 

1 

計画・ねらい リーダー会議 

実践予定内容 
・園の中心となるリーダーが月1回集まり園内の課題・職員との関わりの共有を

行う 

2 

計画・ねらい 保育の質の向上を図り、保育を語り合う 

実践予定内容 
・子どもの姿を捉え、子どもの姿を捉え語り合う事を日常化する 

語り合うだけでなく子どもの様子を深堀を行う 

3 

計画・ねらい 意欲のある職員 

実践予定内容 
・自ら学び、学んだことをアウトプットする機会を作る 

・チームとして責任を持ち環境構成や保育内容を考え実践する 

 

 
 
 
 
 
 

1 

計画・ねらい 異年齢児・混ざり合うインクルーシブ保育 

実践予定内容 
・生きる力を培い、次の時代を生き抜く力を育てる 

・一人ひとりの子が安心し自己を発揮できるよう、丁寧な保育支援の充実を図る 

2 

計画・ねらい 全職員で見守るチームを目指す 

実践予定内容 
・一人ひとりの子ども達の発達段階を共有する 

・職員全員で同じ目線で子どもに接し見守っていく 

3 

計画・ねらい 子どもの理解を深める 

実践予定内容 

・必要な情報共有を密に行う 

・クラス会議・リーダー会議・ケース会議での共有は園のチャットで行う 

　個人のマインドマップも制作していく 
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２．施設運営 
 

（１）施設情報 

児童定員 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計 

6名 6名 9名 10名 10名 10名 51名 

 

 

（２）開所時間 

７時００分～２０時００分　　 

 

 

（３）スタッフ構成　(３月１日時点) 

常勤 

 保育士 6名  栄養士 0名  調理 1名 

 看護師 0名  事務 1名   

パート 

 保育士 3名  事務 0名  調理 1名 

 保育補助 1名   栄養士 1名 

 

 

 

３．運営方針 
 

（１）施設内会議の開催(勤務時間内) 

施設内会議名 頻度 会議内容 

園会議 月1回120分 園内研修、研修報告、行事、子どもたちの姿、園課題 

給食運営会議 月1回 アレルギー、離乳食、食育計画の振り返り 

事故防止委員会 月1回 
事故報告書の分析・再発防止・ヒヤリハット・インシデントの報

告等の振り返り 

ケース会議 月1回 個別配慮が必要な子の共有・話し合い 

乳児会議 月1回 子どもの姿の共有、保育の課題・振り返り 

幼児会議 月1回 子どもの姿の共有、保育の課題・振り返り 
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（２）法人指定施設外会議への参加(勤務時間内) 

施設外会議名 頻度 会議内容 

施設長会議 月1回 本部より業務報告、共有事項等の確認 

施設長勉強会 月1回 保育における課題点のディスカッションを行う 

食育会議 年4回 
各園の状況を伝えていく中で主体的に食事にむかう 

子供のより良い対応、メニュー、食事の統一 

保健会議 年4回 事例検討、感染症やガイドライン等の検討事項 

主任会議 月1回 テーマに沿った研修、各園の検討事項 

子育ての質を上げる会議 月1回 保育士のスキルアップ 

 

 

（３）各種係の設置 

係名 職務内容・役割 

衛生管理係 園内の汚染区域の安全管理や備品などの管理 

安全対策係 避難訓練や環境安全設備 

防火管理者 保育園の災害不審者に対する取り組み（避難訓練の立案及び実行、省察） 

食品衛生責任者 食育会議の計画や実践、食品の安全に対する管理 

畑係 
年間農業計画を遂行する。畑仕事を子どもと共に取り組み充実させ、常に

これらの整備を図る 

生き物係 メダカ、グッピー、幼虫を飼い子どもと共に取り組んでいく 

 

 

（４）行事別係の設置 

係名 職務内容・役割 

どろんこ祭り係 近隣3園別々のお祭りを開催、3園を回るスタンプラリー制作 

朝霞市　彩夏祭り 地域の子育ての一環として有志の保護者、子どもたちと共に楽しむ 
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４．保育方針 
 

（１）基本方針 

乳児保育 

上半期 

0～2歳児 

・個々の成長や発達にあった援助を行い、一人ひとり安心して過ごせるよう

にする。 

・子どもの気持ちに寄り添い、共有し受容する。 

・アタッチメントの大切さを認識し、安心して園生活が送れる。 

・安全な環境を整え、探索活動ができるようにする。 

・言葉でやりとりができない乳児期は、周りの大人が愛情をもって「応答的な

対応」をとり発達を促す 

下半期 

0～1歳児 

・子どものやりたいことが保証され、応答のある環境の中様々な経験や体験

を行い、興味関心が保証される。 

・生活に必要な習慣や態度を養い、心身の健康の基礎を育てる。 

・簡単な言葉で気持ちを表現し、友だちや保育者と関わる。 

幼児保育 

上半期 

3～5歳児 

・年長児が2～3歳児と生活する中で助け合いを経験していく。 

　自発的に試したいと思う環境を整備し、充分遊べるようにする。 

・環境が整備された中で、満足度が得られる保育を行う。 

・グループ活動から自信を持って自己表現をする。 

下半期 

2～5歳児 

・話し合ったり、試行錯誤したり仲間と協働で遊びを進める力を育む。 

・自己決定しながら主体的に生活する。 

・自分で考えたり、工夫したり、判断したりしながら創造性を培っていく。 

・自分たちで考えた遊びに意欲的に取り組む。 

保育参加 4～3月 希望保護者による保育参加/参加後アンケート記入依頼をする 

保護者面談 

発達相談 
随時 

・ 随時、希望する保護者に対し実施 

・「保護者面談記録」「子育て相談記録」を活用する 

意見・要望へ

の対応 
随時 

・連絡帳、口頭でのご意見についても苦情対応マニュアルに従い「ご意見ご

提案シート」を活用する 

運営委員会 年2回 6月と11月に実施予定　 

 

 

（２）年間行事計画 

・２０２６年２月及び３月に開催の「年間計画策定会議第１回・第２回」にて決定し、「２０２６年度年間スケジュー

ル」をHPにて公開 

・保育参加・保護者面談は随時開催 

 

 

（３）給食・食育運営方針 

1 
計画・ねらい 口腔発達の理解と食への意欲 

実践予定内容 ・年齢ごとの口腔発達について学び、正しい理解ができるようにする。また、食へ
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の意欲は心と体の発達に大きな影響があることを十分に理解する。午前、午後と

身体を動かし空腹感を感じ、その空腹感を満たすことで満足感を味わえるように

する。 

2 

計画・ねらい 大切な命をいただく 

実践予定内容 
・クッキングを楽しみながら、野菜や魚などを使い大切な命を食べている事を、絵

本やペープサート等を使い伝えていく。 

3 

計画・ねらい 
畑の作物づくり、クッキングを行うと共に、環境を意識し、生ごみからのコンポスト

作りを継続的に行う。 

実践予定内容 
・クッキングをその日だけの取り組みとせず、片づけたあとの堆肥づくりにも興味

を持たせるために子どもたちにつたえていく。 

 

 

（４）保健計画 

園児健康診断 年2回（6月・11月） 

歯科検診 年1回（6月） 

保健だより 月1回（25日）発行 

スタッフ健康診断 年1回 

スタッフ検便 全スタッフ月1回（5日） 

園児への保健指導・取組等 
・うがい、手洗い指導・歯磨き指導・体力づくり・食育活動・栄養教育活動・室

内温度湿度管理 

流行が予測される感染症 

通年･･･新型コロナウイルス 

感染症予防のためのうがい･手洗い指導、定期的な換気と消毒の実施 

11～12月頃･･･ウイルス性胃腸炎 

 

1～2月頃･･･インフルエンザ 

発作・痙攣等の対応のため

の薬の預かり 

ダイアップ･･･0名より預かり済み 

緊急用アレルギー･･･6名より預かり済み（うち2名は土曜保育の園児）／園

にて保管 

エピペン使用できるスタッフ 
本日現在8名が、研修受講し、修得済み 

未受講の新入職員1名については5月までに受講予定 

AED使用できるスタッフ 

（AED設置施設のみ） 

本日現在名が、9研修受講し、修得済み 

未受講の新入職員1名については5月までに受講予定 

その他保健に関する取組 

・2～5歳児まで歯磨き指導を行う。 

・感染症予防のため手洗い、うがい指導を行う。 

・着替えのマナー指導を行う。 
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（５）各種点検 

危機管理 

設備点検・事故防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日  

防災自主点検 

（備蓄品点検含む） 
年2回／6･12月の25日 

避難消火訓練 毎月1回／15日 

不審者侵入訓練 年2回／6･12月の25日 

情報セキュリティチェック 年2回／5･11月 

誤飲・誤嚥防止チェック 年4回／4･7･10･1月の25日 

フロン点検（簡易） 年4回／4･7･10･1月の25日 

衛生管理 

衛生管理点検表／毎日 毎日 

衛生管理点検表／毎週 毎週金曜日 

衛生管理点検表／毎月 毎月25日 

個人衛生点検簿／毎日 毎日業務開始前 

検便・細菌検査 毎月1回／5日／全スタッフ 

健康管理 

予防接種状況・既往歴の確認／

保険証期限確認 
年2回／4･10月 

身長体重測定 毎月1回／20日 

児童健康診断 

 

内科健診　年2回／6・11月 

歯科健診　年1回／6月 

運営管理 

 

児童・保護者の人権に関する

チェック 
年2回／4･10月の園会議時 

コンピテンシー自己採点 毎月1回／園会議冒頭5分間 

利用者アンケート調査 年1回 

 

 

（６）環境整備 

1 

計画・ねらい 早番による室内、園庭などの安全点検を毎日行う。 

実践予定内容 

・保育室の遊具類の整理整頓、必要な物だけ置く。気持ちのいい環境を維持す

る。子どもたち自らの意思で使用することができる環境構成を行い、清潔で安

全な環境を整える。 

2 
計画・ねらい 玩具と素材、ゾーンの充実 

実践予定内容 ・年齢にあった玩具や素材を充実させ、子どもたちが遊びこめるゾーンを作って
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いく。また、遊びが次につながり展開できるような環境設定をしていく。 

3 

計画・ねらい 保護者、来訪者がいつ見ても気持ちのよい施設 

実践予定内容 

・清掃は役割分担、きれいの基準を明確にし、常にきれいな状態が保てるよう

にする。また第三者からの目線でチェックを行い、気持ちのよい状態を保てるよ

うにする。 

 

 

（７）手作り遊具・家具安全点検計画 

手作り遊具・家具一覧 

No 遊具・家具名 設置場所 点検予定時期 

1 パーテンション 乳児室 毎日行う 

 

 

 

５．危機管理（防災・ケガ事故防止・防犯・光化学スモッグ） 
 

1 実践予定内容 

原則として危機管理マニュアルに則り行動する。危機管理と危機対応の方法を

周知する。災害時緊急連絡「うちの子管理画面」の利用方法について常に確認し

全職員に周知する。 

2 実践予定内容 

避難訓練を月1回行う。園児の安全確認及び保護者との連絡体制を確立する。

災害発生時対応フローチャートを全職員に周知する。年1回以上、消防署と共に

総合避難訓練を行い、アドバイスを受けながら危機管理を高めていく。 

3 実践予定内容 

事故防止チェック、設備点検などを定期的に実施し、不十分な項目については園

全体で話し合い改善を考えていく。ヒヤリハット、インシデントの事例は、研修に

取り組んでいきながら検証していく。 

4 実践予定内容 
うちの子アプリに登録された送迎者以外の方には、園児の引き渡しを行わない。

また、送迎者に変更があった際には、早急に保護者に修正を依頼する。 

5 実践予定内容 

光化学スモッグについては、朝霞市の情報をいち早く職員に伝達する。特に戸外

にいる職員には素早く園児と共に日陰に避難し、保育園に戻る対応を考え、園に

連絡を入れる。また、園内にいる場所にも窓をしめるなどして、子どもたちの健康

状態に留意する。 

6 実践予定内容 

不審者の対応は年2回行っているが、日々の保育の中で職員が常に意識し素早

く子どもたちを守れるようにする。 

施設長・主任・リーダー各が不在時を想定し、自ら判断し行動がとれるようにして

いく 

7 実践予定内容 
ヒヤリハット、インシデントの事例はグラフ化するとともに、ピックアップし、園の会

議等で検証していく。 
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６．実習生・中高生の受入 
 

（１）今年度方針・テーマ 

・地域の中学校の職場体験を受け入れ、地域に貢献していく。子どもとの触れ合いから様々な事を感じてもら

えるようにする。 

・実習生を積極的に受け入れ、次世代の人材育成に力を入れていく。保育の仕事に希望が持てるよう 

　丁寧に対応していく。実習終了後は就職に繋げられるよう声掛けを行う。 

 

1 実践予定内容 

・地域の中の保育園の意識や次世代育成の観点から積極的に受け入れを行

う。 

・実習生や生徒一人ひとりの様子に合わせた温かい受け入れの体制を整えて

いく事を職員全体で意識の底上げを図る。 

2 実践予定内容 

・コミュニケーションをとり、社会の中で関わりを持てるよう育成を促す。 

・全職員で実習生、中高生が安心して子どもたちと接することができるよう温か

く迎えて対応していく。 

3 実践予定内容 
・実習生は保育の一環として保育園を訪れるが、その後も保育園に遊びにきて

もらえるよう働きかけを行う。 

 

 

 

７．スタッフ育成と研修計画 
 

・全職員が主体的に学び合う姿勢と環境を整え高め合っていく 

・職種や年齢、立場を超え話し合いができる集団を目指す 

 

※近隣園の園内研修に職員が参加し学び合いを深めていく 

 

（１）園内研修計画 

（毎月開催の園会議の時間内を使用して自園にて実施） 

 

開催日 開催時刻 名称・テーマ ねらい・共通理解する保育課題 

4月24日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・　サンドイッチポジションとの向き

合い方(動画) 

・　虐待防止研修 

　　人権チェックをする 

・自己採点の共有とともに課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学®保育士大学を全職員視聴

し、大切な時期の言葉発達を学ぶ。 

・セルフチェックを行い、話し合いを設

ける。  

5月29日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・  乳幼児期を大切に育む力とは？

(動画) 

・自己採点の共有とともに課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、誤嚥誤飲を学ぶ。 

6月26日 18:00～20:00 ・  コンピテンシー自己採点 ・自己採点の共有とともに課題を抽出
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・  子ども主体の対話的保育とは？

(動画) 

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、言葉かけを話し合いたい。 

7月31日 18:00～20:00 
・  コンピテンシー自己採点 

・  保険安全管理(動画) 

・自己採点の共有とともに課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、誤嚥誤飲を学ぶ 

8月28日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・  食の循環 

・保育の質向上は指導計画から科

(動画) 

・自己採点の共有とともに課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、園研修に用いる。 

9月25日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・ 姉弟の行く末(動画)　　　　 

・虐待防止研修 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、子どもの権利を学んでいく。 

10月30日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・  気になる子への視点整理(動画) 

・ 人権チェックをする 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、園研修に用いる。 

11月27日 18:00～20:00 
・  コンピテンシー自己採点 

・  三年目の壁(動画) 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、インクルージブ保育の根本から

知り、保育につなげる。 

12月18日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・ 保育所児童要録保育要録が書け

るようになる(動画) 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、子どもの権利を学んでいく 

1月29日 18:00～20:00 

・  コンピテンシー自己採点 

・  発達障害1特性？個性？ 

・困っている子にしないための視

点・園での合理的配慮 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・園長大学🄬保育士大学を全職員視

聴し、発達障害を理解し保育につなげ

る。 

2月26日 18:00～20:00 

①  コンピテンシー自己採点 

②  年度の振り返り 

③　虐待防止研修 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 

・体験活動、および次年度の課題抽出

を行う。 

3月26日 18:00～20:00 
①  コンピテンシー自己採点 

②  次年度目標設定 

・自己採点の共有と共に課題を抽出

し、ディスカッションを行う。 
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・課題への共通理解を深め、次年度目

標設定をする。 

 

 

（２）外部研修への出席 

事業継続に必要な外部研修については、承認を得たうえで出席する。 

 

 

（３）法人支援制度の活用・出席 

　 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

業務改善研修（子

育ての質を上げる

会議） 

1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

施設長勉強会 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 1回 

園長大学®保育士

大学講座および社

内限定公開講座 

園長大学®保育士大学講座および社内限定公開講座を活用 

全社員研修 11～12月までの間に動画視聴（全スタッフ対象） 

リーダー養成研修 選ばれたスタッフが参加予定 

ﾃﾞﾝﾏｰｸｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ 希望するスタッフが応募 

 

 

（４）スタッフ個人別育成計画 

施設長が年１回実施するフィードバック面談時に「個人ごとの次期の目標設定と併せて、次期の育成計画を施

設長が所定様式を使用して個々に伝える。半期に一度、中間面談の実施を行い、進捗確認をする。 

 

 

（５）全職員個人目標を立てる 

・２０２６年度の個人目標を立てる。年に２回振り返りを行う。 

・乳児・幼児クラスの目標を立て、年に２回、各リーダーの振り返りを行う。 

 

 

 

８．地域交流計画 
 

（１）今年度方針・テーマ 

・小中学校との交流や近隣の商店街との交流を大切に行っていく 

・老人ホーム(朝光苑)は月１回必ず訪問し地域の方と交流を行って、地域に開かれた保育園を目指す 
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（２）具体的な地域交流計画 

活動行事 詳細 

どろんこ祭り 年1回　　　集客目標：100名 

青空保育（保育園主催） 月1回　　　公園名：朝霞の森にて　　集客目標：3名 

商店街ツアー 週1回 

世代間交流 

地域との交流を積極的に行い、多様な年齢層の中で人とのつながりを大

切にしていく。 

月1回の老人ホームの慰問を大切に行っていく。代表との話し合いを繰り

返し老人の方と園児が楽しめるよう配慮する。 

異年齢交流 

3歳児から5歳児まで日常的に異年齢保育を行い、生活の中でお互いを見

つめあいながら成長していく。 

0歳から2歳までは子どもの成長の姿を見極めながら、異年齢児で過ごせ

るようにしていく。 

地域拠点活動 
地域の方の子育ての悩み、園の講座等で活動を行う。おしゃべりサタデー

を利用し、地域の方を呼び込んでいく。 

銭湯でお風呂の日 月1回　〈3～5歳児〉 

 

 

 

９．小学校との連携の計画 
 

・近隣小学校との交流を行う。幼保小連絡会により卒園児への引継ぎを行い、保育要録を 

作成することで子どもの成長記録を共有する取り組みは実施済み。 

・昨年度から、朝霞第八小学校から連絡があり小学校１年生の交流会に参加予定している 

・小学校教諭との情報交換の機会をつくることで、子どもの成長を連続的に見通すことができ、保育と教育の垣

根をなくして子育てにつなげていく。 

 

（１）今年度方針・テーマ 

　・アプローチカリキュラムを作成する。小学校へと円滑に引き継けるように子どもの姿をとらえた保育計画

の作成 

・小学校１年生の事業を施設長・主任・担当保育士が自分の目でみて、全体的な計画「おおむね６歳」を見据

えて内容を工夫していく。 

 

 

（２）具体的な連携計画 

日程 学校名・クラス名 参加人数 活動計画(会場) 目的 

1月頃 朝霞第八小学校　 12名予定 授業参加＋構内見学 子ども間交流 



202511版 

1月頃 
小学校入学に係る幼保小

連絡会 
2名予定 

保育園・小学校教員と

の情報交換 
子ども情報交換 

2月頃 
朝霞第八小学校 

1年生の交流会 
10名予定 1年生と交流会に参加 子ども間交流 

 

 

 

１０．要支援児計画 
 

（１）個別支援計画の作成・見直し 

保護者との面談を重視し、子どもの成長発達を同じ視点でみられるようにする。また、関係機関と連絡を取り、

幅広い情報を収集し対応を考えていく。 

他児との育ち合いの視点で考え、社会の中で生きていくための手立てを援助する。その子の発達を理解し、伸

びる部分を伸ばすことで、補う部分が育つよう援助する。 

 

 

（２）毎月のケース会議開催 

（４～３月に計１２回開催予定　参加者：担当保育士、園長、主任参加予定） 

専門機関と連携し、療育方針・方法を共有していく。 

療育へ通っている子については、教室に毎月連絡を入れ様子を確認していく。言葉かけ・対応の仕方等を保育

に取り入れていく。 

支援が必要な子どもに対して全職員の間で共通の正しい認識が持てるようにする。全職員が同じ視点で保育

をできるようにする。 

 

 

 

１１．子育て支援事業 
 

（１）子育て支援実施項目 

園に来訪した親子に都度署名をもらい、月間延べ来場者数を自治体に報告する。 

実施項目 詳細 

園開放 （月）～（土）9:30～16:30　集客目標：5名 

子育て相談 （月）～（土）13:00～16:30　集客目標：3名　　 

自然食堂…親子ランチ交流 毎週（火）10:00～12:00　集客目標：20名　　　　 

どろんこ芸術学校 

どろんこ自然学校 
毎週（金）10:00～12:00　　集客目標：3名　　 

勝手籠設置 （月）～（土）7:00～20:00 

ちきんえっぐだより 毎月1日発行 

青空保育（支援センター主催） 月1回　公園名：朝霞の森公園にて開催　集客目標：3名　　 
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（２）子育て支援集客計画 

形態／項目 年間集客目標数 SNS登録者目標数 SNS配信数 

 認可（園庭あり） 133 50 10 

 

（月別）子育て支援（イベント・青空保育を含む）延べ来訪者目標数 

 4月   5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 
年間 

合計 

目標数 2 3 3 80 2 3 10 10 5 　　5 5 5 133 

 

 

１２．園運営の向上 
 

（１）福祉サービス第三者評価の受審 

２０２６年度受審予定なし 

 

（２）園による自己評価の実施 

２６年４月末までに「内部監査チェック表」を用いて、以下の通り、自己評価を実施予定である。 

自己評価開始予定時刻：１４時００分 

自己評価終了予定時刻：１４時３０分 

自己評価実施予定者：全職員 

 

 

（３）利用者アンケートの実施 

施設利用保護者に対してアンケートを実施し、評価結果を開示する。 

アンケート配布予定日：８月２５日 

 

 

 

１３．３カ年計画の具体化 
 

（１）昨年度の振り返り 

3月末までに

目指した姿 

重点施策 子どもの姿をしっかりと捉え丁寧な応答へとつなげ、養護と質を高めていく 

振り返り 

日々の保育の中で、子ども一人ひとりのすがたを十分に捉えきれていなかっ

た。 

子どもが本来必要としていた関わりや安心して過ごすための養護が不十分

だった場面があったのではないかと反省している。 

今後は子どもの言語や行動だけでなく、表情やしぐさ、遊び方の変化にも意

識的に目を向け、背景にある思いを丁寧に受け止めていきたい。 

一人ひとりの育ちにあった援助や声かけを行うことで保育の質を高めていき

たい。 
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（２）当年度以降の３カ年計画 

2026年度 

目指す姿 質の高い保育士の育成を図り、安心安全な園を目指す。 

重点施策 

・子ども主体の保育 

　子どもの興味関心を尊重し自発的な環境を促す 

・安全で安心できる環境 

　清潔で整った生活空間を提供する 

・質の高い保育者の関わり 

　温かく丁寧な言葉かけと子どもに寄り添った関わりを実践する 

・遊びを通じた学び 

　自然や社会との関わりを通じた多様な経験を提供する 

・保護者との連携 

　子どもの成長を共に見守り、家庭との状況共有を大切にする 

・継続的な改善と振り返り 

　チームとして意見を出し合い、より良い保育の質の高い保育を目指す 

　子どもの発達や幸福を最大限に引き出し安全で安心できる環境の中で 

　個々の子どもが成長できるよう支援していく 

2027年度 

目指す姿 保育のプロ集団を目指す 

重点施策 

・共通の理念・保育間を明確にする 

　園としての保育理念・大切にしたい子ども像を言語化する 

・専門性の高い保育 

一人ひとりの発達や個性に応じた関わりをする 

てん 

・学び続ける姿勢 

研修や勉強会に主体的に参加する 

・チームとしての力 

職員同士が保育観を共有し対話していく 

・保育者・地域との連携 

保護者との思いに寄り添い、共に子育てをする 

2028年度 

目指す姿 地域とのつながりが強い保育園を目指す 

重点施策 

・近隣の高齢者施設や商店街との交流 

・地域のお祭りや行事への参加 

・ちいきの人を招いたイベント(昔遊び、読み聞かせ等)の計画をする 

 

 

以上 
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